










目的:1)小児心筋炎の臨床像を解明することを目的として症例を Fo11ow up し,

血清γグロブリン,血清免疫グロブリンの動態を検討した。2)昭和 53 年度内に

診た臨床的心筋炎(類似症)診断例に対して心内膜心筋生検法を施行し,病理組

織学的診断を行ない検討した。


